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北区の財政調整基金残高推移

北区議会第 3 回定例会が 9 月 11 日から 10 月 6 
日まで開かれ、本会議では山崎たい子議員が代表
質問に、野口まさと、せいの恵子議員が個人質問
に立ちました。2022 年度決算を審査する決算特別
委員会では本田正則、のの山けん、ながいともこ
議員が区民要望をとりあげ、質疑しました。

急激な物価高騰の下、北区が積み上げ
た 200 億円の財政調整基金を、暮らしと
営業の支援に活用することを求めました。

「身寄り」のない人に
寄り添った支援を

区議団でも増えている身寄りのない方
のご相談。区として実態を把握し、民間
賃貸アパートの更新や緊急入院の際に保
証人を確保するための支援、就労などに
向けたガイドラインを作成することなど
を要望しました。

介護・国保・後期高齢
保険料の引き下げを

来年は介護保険料改定の年。介護保険
の基金 33 億円の活用で保険料引き下げ
を提案。区は「第８期は基金 17 億円と
りくずし抑制した。同様に基金の効果的
な活用を検討」と答弁。高すぎる国保料
と後期高齢医療保険料も引き下げを提案。

性暴力・性虐待から
子どもを守る

今年から改正刑法が施行され、同意の
ない性行為は罰せられることに。

「性的同意」について理解する講座や
ワークショップの開催、子どもだけでな
く大人も、科学と人権にもとづく「包括
的性教育」を学べるよう提案しました。

北区で初となる
重度障害者の入所施設
北区は「入所施設は新たな北区基本計

画の事業に位置づけ本格的な検討をすす
める」と答弁。特別支援学校卒業後の通
所施設や居場所、緊急一時保護の増設に
ついても要望を続けます。

補聴器購入補助
いよいよ来年 4 月から

「補聴器補助を心まちにしています」
との区民の声を紹介し、耳鼻科検診とあ
わせた早期発見、非課税世帯以外も対象
に補助額（他区では 2 ～ 3 万円）を大幅
に増やすよう要望。区は「先行区の取組
みを参考に制度内容を検討中」と答弁。

中小業者・商店街支援
燃料・物価高騰対策を
6 月議会で、宇都宮ゆり議員が提案し

た「中小企業への新たな借り換え融資制
度」が実施に。更に直接補助の実施や、
キャッシュレスポイント還元事業も要請。
区は「国の動向を注視し必要な支援を検
討」と答弁。

高校・大学の
給付型奨学金制度を

返済不要の奨学金を北区に提案して 10
年。北区は 6 月議会ではじめて、「効果
を認め検討する」と答弁。国の制度は一
部の人しか受けられず、北区の制度は、
対象を拡げて実施をと求めました。

不登校の子どもに
学校以外の居場所を

北区でも不登校児童・生徒は 560 人以
上に。家庭で過ごす子どもたちへの食費
補助など保護者の負担軽減や、児童館を
利用しやすくすること、大学との連携、
NPO 法人や親の会などと協同した居場
所づくりを求めました。

セーフティネット住宅に
４万円の家賃補助

北区は９月に UR 都市機構と協定を締
結、セーフティネット住宅（住宅確保要
配慮者が入居できる専用住宅）に４万円
を家賃補助します。今後、豊島五丁目・
王子五丁目団地など供給可能な住戸を決
定します。供給公社とも協議を開始。

２００億円を活用せよ
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本資料の内容は、現在検討中のものを含んで
おり、確定したものではありません。 
今後、行政協議や事業進捗および状況変化に
伴い、変更・修正を行なっていきます。 
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北区による十条駅西口市街地再開発事業勉強会を開始 
十条地区まちづくり基本構想の策定 
十条駅西口地区まちづくり協議会の発足 
十条駅西口地区市街地再開発準備組合の設立 
十条地区まちづくり基本構想の改定 
都市計画の決定（地区計画、高度利用地区、第一種市街地再開発事業等） 
十条駅西口地区市街地再開発組合の設立 
権利変換計画の認可 
施設建築物等工事の着工 
十条地区まちづくり基本構想の改定 
 
 
施設建築物等工事の竣工 
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せいの 恵子 のの山 けんながい ともこ 本田 正則野口 まさと 山崎 たい子

地上 147 メートル・39 階建の超高層マンションの建設が
進む十条駅西口には、低層棟に新たな商業施設が出現する
ことで、十条銀座商店街や仲通り商店街、富士見銀座商店
街など既存商店街の売上げへの影響が懸念されています。

日本共産党区議団は、若者の力を借りての既存商店街を
活性化するまちおこしプロジェクトを提案しました。

超高層のタワーマンションを呼び込む駅周辺まちづくり
に力を入れる北区。しかし、地域住民の願いと民間事業者
の利害は往々にして対立します。

赤羽のまちづくり協議会では、赤羽小学校の移転を「次
善の策」と認める幹事会の提案に参加者からの反対意見が
続出、採決で原案が否決されました。赤羽小や赤羽公園を
現在地に残そうと呼びかけた署名は 2000 筆を超え、まち
づくり基本計画策定検討会では、市街地再開発によらない
修復型まちづくりの案も検討対象に浮上しています。

なぜ北区は、タワーマンション誘致
にこだわるのでしょうか。

国土交通省の方針「市街地整備 2.0」
は、「大都市においては」「市街地整備
事業により一定の開発利益が期待でき」

「民間主導の取組をベースとしながら、
公共はそのサポートに回り」「行政機関
は…投資主体としての感覚を養うとと
もに、民間の動きや考え方を受け止め
…るべき」とのべています。

区は、ここに示された役割を従順に
果たし、民間大企業に最大限の利益を
もたらそうとしているのです。

昨年度から 16 の公園・児童遊園に指定管理者制度が導
入されました。そのうち、シルバー人材センターに委託
している飛鳥山公園や清水坂公園の清掃業務が、直営の
時と比べ人員が半分、日数が 3 分の 2、人件費が 3 分の
1 から 4 分の 1 に減らされていることが判明しました。

現場の職員からは、「手が回らないところは、立ち入り
禁止にしてほしい」と悲鳴があがっています。

昨年度、指定管理者が変更となった桐ヶ丘・滝野川・
赤羽の 3 区立体育館では、スポーツトレーナーが「スポー
ツ指導員」「教室指導員」と名称を変えました。インター
ネットの募集広告では、「スポーツが苦手でも OK」「働き
ながらフィットネス」のコピーが並び、給与はほぼ最低
賃金に張り付く時給 1080 円という水準に。モニタリン
グ調査では、スタッフへの満足度も低下しています。
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十条・既存商店街の存続・発展を

赤羽小移転を容認する「まちづくり提案」（案）が否決
行政は「投資主体として
民間企業をサポート」!?

現場から悲鳴 指導員は時給1080円公園の清掃委託業務 体育館

公園委託清掃業務体制の変化
飛鳥山公園 2021年度（直営） 2022年度（指定管理）

人員 4人×7時間（日） ➡ 2人×7時間（日）
日数 300日（年） ➡ 200日（年）
人件費 1050万円（年） ➡ 348万円（年）

清水坂公園 2021年度（直営） 2022年度（指定管理）

人員 2人×7時間（日） ➡ 1人×6時間（日）
日数 300日（年） ➡ 170日（年）
人件費 525万円（年） ➡ 128万円（年）

指定
管理者
制度

赤羽体育館の運営スタッフ募集
広告。給与は最賃改定前の9月ま
で、「時給1080円以上」でした。

タワマン誘致のまちづくりにNO ！


